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令和 7 年度第 1 回 青森市景観審議会 会議概要 

会議名 令和 7年度第 1回 青森市景観審議会 

開催日時・場所 令和 7年 7月 25 日（金） 14 時 00 分～14 時 45 分 

青森市民図書館 会議室 2 

 

 

 

出席者 

 

 

      

＜景観審議会委員＞ 

飯田善之、石戸 尚、石村光也、岩瀬直樹、 

楠美耕作、常田隆是、成田芙美、森内忠良 

 

＜事務局＞ 

都市整備部 都市政策課    課長  武田泰孝、 主幹  京谷 智 

主査   熊谷佳祐、 技師  木村 晃 

教育委員会事務局 総務課 副参事 嘉瀬慎一、  主幹  漆舘大一 

主査   大出龍典 

都市整備部 建築営繕課  主幹   高杉 覚、 主幹  鹿内春樹 

欠席者 田中正子 委員、玉熊 訓 委員、服部浩之 委員 

議 事 の 要 旨 

事務局 青森市立泉川小学校校舎等改築事業【計画段階】について、資料に基づき説明。 

委 員 まず、正門は今の位置のままとなるのか。現在は、学校敷地南東側に正門が

あり、これは動かせないのだと思う。学校敷地北側に校庭が配置されるという

ことだが、現状の広さを確保できるのか。 

次に、福祉館の出入口をどの方向に向けるのか決まっているのか。 

事務局 児童が登下校の際には、主に学校敷地南東側の正門を利用しており、学校敷

地東側の出入口も利用している。 

新しい校舎の建設場所は、現在の校庭部分を想定しており、現在の学校敷地

南東側及び東側の両出入口を活かしつつ、計画を進めていきたい。 

また、福祉館の出入口は、万太郎堰に架けられている橋の扱いや、駐車場設

置場所を考慮し、今後決定することとなる。 

委 員  万太郎堰は、学校敷地のどの辺に位置しているのか。水路があるということ

で、安全面が気になる。 

事務局  水路は、蓋が架けられている暗渠となっており、その上にある歩道には、ガ

ードレールとフェンスが設置されている。 

委 員  児童が水路に落ちるような状態ではないということで安心した。 

委 員  学校敷地南東側及び東側の出入口について、近年、全国的に保護者が児童を

車で送迎することによる構内事故が起きている。 

このことを踏まえ、職員の通勤や児童を送迎する車両動線と、児童の登下校
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の歩行動線を分ける必要があるため、ガードレールを配置するなど、児童の安

全対策を計画に盛り込むべきだと思う。 

また、看板や舗装においても、見える形で安全対策を行ってほしい。 

委 員  現在の校庭部分に新たな校舎と校庭を整備するのか。 

また、現在の校舎部分はどのように活用するのか。 

上空写真では、学校敷地の周りに多数の樹木を確認できるが、新しい校舎が

見えるように伐採するのか。 

校舎には、サインが取付けられるのか。 

事務局 安全対策については、いただいたアドバイスを参考とし、計画を進めてまい

りたい。 

配置計画については、まず、現在の校庭部分に校舎を建て、次に、現在の校

舎を解体後、その跡地に新たな校庭を整備するという段取りになっている。 

今後整備を予定している校庭の大きさは、現在の校庭の大きさと同一規模を

目標とし、学校北側に整備したい。 

樹木については、見た目では健全な状態であっても、昨年、強風による倒木

があったため、このことを踏まえ、学校西側の樹木については、今回伐採する

予定であるが、校舎を建てた後に、健全な樹木を植栽したい。 

また、樹木の伐採による、建物の見え方については、設計において検討する。 

加えて、サインについては、極力分かりやすいサインとなるよう検討する。 

委 員 樹木については、全国的にも（老朽化等に伴い）倒木による被害が起きてい

るので、危険を回避するため、ある程度の伐採は必要なことだと思う。 

委 員 新しい校舎が現在の校庭に建ったとき、学校敷地南東側の出入口は、車や児

童の両方が使うことになるだろうが、現在の学校敷地の出入口のみでよいのか。 

学校敷地東側の出入口は少し遠いため、現在の出入口の真ん中に新しい出入

口ができれば、車両を一方通行で流すことができるのではないか。 

事務局 校舎の配置は、これから設計において決めることとなり、できるだけ車両動

線に配慮しながら、通学する児童の負担にならないよう、出入口についても検

討していく。 

委 員  この改築事業で、学校敷地内に福祉館ができることになっているが、もとも

と福祉館がない地域なのか。 

事務局  現在の福祉館は、西中学校の東隣にあるが、老朽化が著しく、駐車場が不足

していることから、西中学校の駐車場を使っているなどの状況であり、これら

のことを踏まえ、泉川小学校の学校敷地に移転することとしたもの。 

委 員  市では節約のため、福祉館などの施設を少なくしている状況でありながら、

ここに福祉館を整備するということなので質問した。 
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 次に、校庭については、校庭は野球やサッカーなどの利用により、非常に凸

凹になりやすく、そこに雨水が溜まるという状態となっている。 

この校庭の排水は、どのような仕様になるのか。 

事務局  校庭の排水の仕様については、今後の設計において決めることとなるが、市

内の他校の整備事例では、校庭の地中に排水管を設置することで、雨水等を浸

透させて排水する計画になるものと思われる。 

委 員 放課後児童会は、福祉館で行われるのか。 

事務局 放課後児童会は、福祉館ではなく、学校に併設される。 

委 員 小学校と福祉館を自由に行き来できることになるのか。 

それとも、危機管理の観点から、ある程度規制するのか。 

事務局 学校及び放課後児童会は、昨今ニュースであるような事件が起きないよう、

セキュリティが非常に厳しい。 

福祉館は、地域住民がどなたでも利用できる施設であるが、学校は、誰でも

自由にということにはならない。 

議 長 本日は、学校敷地や建物の使い方、学校と福祉館との繋がりなど、委員の皆

さんの色々な思いをお聞きすることができた。 

今回の案件は、計画段階の審議であり、本日の委員からの意見等を踏まえ、

今後の設計において、詳細が検討されるものだと思う。 

本日、委員の皆様からいただいた様々な意見を参考としながら、可能な範囲

で設計に活かしていただきたい。 

我々は、事務局に素晴らしい計画をしていただくことをお願いして、次の設

計段階を楽しみにしたいと思うが、皆さんよろしいか。 

（はい、と呼ぶ声あり） 

これで、本日の議事を終了する。 

 


